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正職員数の比率減の支障は
問 会計年度任用職員前年比86人大幅増の要因は何か。正職
員比率が毎年下落しているが、職員を育てる上での支障や市
民サービスへの支障はないのか。
答 西小第三児童クラブ開設に伴う職員の増員、中学校の部
活動地域移行対応で「外部指導員」の増員、学校介助員の増
員が主な要因。正職員採用について、職務の知識や経験、技
術の継承や育成上支障がないよう、業務量も踏まえ、計画的
に進めてきた。

社会体育施設の使用状況
問 新型コロナ禍や使用料改定を経て、公民館分館など新年
度使用料収入増の計上について、どれほど回復を見込むのか。
答 新型コロナ以前との比較で、
公民館入館者数約50％落ち
込んだが、徐々に回復。使用
料収入は減免団体もあり入館
者数と連動はしないが使用料
改定前との比較で、140％増
を計上した。

公共業務や公共施設の役割

ふるさと納税の未来
問 クラウドファンディング型ふるさと燕応援寄附金事業は、
これまでに実施してきた事業に関して、どのようなプロセス
を経たのか、また今後事業目的をどのように抽出し、優先順
位をつけて実施していくのか、決定までのプロセスを伺う。
答 これまで行った事業4件に関しては、重要度、緊急度が高
い事業を選定し、その都度、議会
で説明、協議し決定してきた。今
後も重要度や緊急度が高く、多額
の財政負担が見込まれる事業を、
議会で説明、協議し決定していく。

高齢者福祉の安心安全な未来
問 高齢者の居場所・交流拠点・見守り体制・生活支援体制・
外出できない高齢者への支援などについての取り組みや、高
齢者に対する基本的な考え方を伺う。
答 医療や介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で、
安心して自分らしい暮らしを続けてほしいと考えている。認
知症地域支え合い事業の推進、交流拠点づくり、見守り体制
の強化など行っている。高齢者の外出手段として、AIなどの
最新技術による利便性の向上や、運転手の確保に努め、最適
な公共交通網を形成していく。

燕市の未来を応援！

公民館分館「藤の曲公民館」

一人ひとりを大切に　　　　　公明党

思いがこもった遊戯施設

市民に寄りそう　　日本共産党議員団

 令和５年度当初予算

431431億億90009000 万円万円

市民　　「生きる」予算を！
全編ノーカットは

こちらから



つばめ市議会NOTEBOOK3

子育てするなら燕市！
問 こども政策部を創設して申請や相談をワンストップの対応
としたように、新設する電子母子手帳アプリを活用するなどし
て一度登録すれば、それぞれのサービスを受けることができ
る一括申請のような形ができないか伺う。
答 妊娠届出後の申請には、医療費助成、児童手
当などを含め様々なものがあり、法律や要綱
等に基づき申請が必要な制度が多く、電子母
子手帳アプリを使っての一括申請については、
現状では難しいと考えている。

不死鳥つばめ！
問 令和５年度はウィズコロナからアフターコロナに移行して
いく中で、フェニックス11といった目に見える対策が必要と
感じるが、今年度はこれまでのようなフェニックス11の取り
組みを行うべきでないか。
答 社会経済活動の一日も早い回復を目
指し、国の追加経済対策による財源の有
効活用を図りながら、フェニックス11
＋のような市独自の対策を講じるため、
令和５年度補正予算で適時適切に対応し
ていく。

限りある予算の使い道

はずみをつけよう！

今あるアプリから
さらに向上

　「代表質問」は、各会派で決めた代表者が一議
員の視点ではなく、市長の提案に対し会派として
疑問と思える点や市民の関心のある施策について、
質問する場です。

新たな一歩！　　　　　　新風つばめ

予算審査のはじまりを告げる

代表質問
 令和５年度当初予算

431431億億90009000 万円万円

市民　　「生きる」予算を！の
ために



No.73　 令和５年３月定例会

つばめ市議会NOTEBOOK 4

各委員による予算審査

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
、

人
生
設
計
を
テ
ー
マ
に

男
女
の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
１
４
７
万
円

問
男
女
の
出
会
い
の
場
と
し
て
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
と
新
た
に
開
催

さ
れ
る
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
伺
う
。

答
若
い
世
代
に
対
し
、
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
や
、
自
身
が
求
め
る
結

婚
像
を
具
体
的
に
考
え
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
は
重
要
と
の
結
論
か
ら
、
結

婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
等
を
考
え
る
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

使
い
道

歳
入
（
ふ
る
さ
と
燕
応
援
寄
附
金
）

29
億
５
０
０
０
万
円

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
と
内
訳

は
。

答
令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
を
40
億
円
、
真
水
分
と
し
て

29
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
内
訳
は
、
産
業
、
教
育
、
福
祉
、

市
長
に
お
ま
か
せ
及
び
全
天
候
型
子
ど

も
遊
戯
施
設
整
備
等
へ
の
活
用
で
あ

る
。
ま
た
、
経
費
に
20
億
円
、
基
金
へ

の
積
立
金
と
し
て
９
億
５
０
０
０
万
円

を
充
当
す
る
。

滞
納
相
談
は
市
民
が　

気
軽
に
聞
け
る
対
応
を

歳
入
（
個
人
市
民
税
滞
納
繰
越
）

　
２
４
４
１
万
円

問
滞
納
繰
越
見
込
み
額
が
、
前
年

比
で
12
％
の
減
と
な
っ
て
い
る

が
ど
う
し
て
か
。
納
税
相
談
や
差
押
え

件
数
は
ど
う
か
。

答
過
去
３
年
間
の
実
績
に
基
づ
い

た
見
込
み
で
あ
り
、
新
た
な
滞

納
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
と
滞
納
整

理
、
滞
納
処
分
に
取
り
組
ん
だ
。
相
談

は
月
約
20
件
で
、
差
押
え
は
２
月
時
点

で
全
体
で
48
件
、
個
人
市
民
税
で
は
22

件
だ
っ
た
。

予算予算
審査審査

「さらに深める」「さらに深める」

「予算議会」ともいわれる 3
月議会。令和５年度予算の
審 査は 3 月 16 日・17 日・
20 日の 3 日間。延べ約14
時間、約 500 問にも及ぶ議
論から、主なものをピック
アップしてお知らせします。

生
活
・
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
す

　
創
る

より
深く

さ
ら
な
る
交
流
人
口
の

増
加
に
期
待

応
援（
燕
）人
口
拡
大
創
出
事
業

２
２
７
１
万
円

問
燕
市
の
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に

外
部
企
業
に
職
員
の
派
遣
を
依
頼

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
委
託
す
る
の
か
。

答
旅
行
、
観
光
に
携
わ
る
企
業
に

職
員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
そ

の
知
見
や
専
門
性
を
生
か
し
て
燕
市
へ

の
来
訪
の
機
会
創
出
や
体
験
、
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
委
託
し
、
交
流
人

口
を
増
や
し
て
い
く
。

法
人
市
民
税
増
の

詳
細
は

歳
入（
法
人
市
民
税
）

9
億
３
０
８
万
円

問
法
人
市
民
税
が
前
年
８
・
５
％

７
１
０
０
万
円
程
増
額
見
込
み

だ
が
、
そ
の
要
因
と
、
業
種
別
で
ど
う

な
の
か
を
伺
う
。

答
企
業
業
績
の
緩
や
か
な
持
ち
直

し
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
増

加
し
て
い
る
。
業
種
別
と
し
て
は
、
製

造
業
、
卸
売
業
が
増
加
額
の
大
半
を
占

め
る
一
方
で
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
運
輸

業
が
増
加
に
転
じ
、
建
設
業
、
小
売
業

が
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

産
業
・
観
光

働
く魅

せる

各各委員による委員による
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各委員による予算審査
議員の注目点Part.1 ▶ 令和5年度 市のお金の使い道

こ
の
金
額
で
後
継
者　

不
足
を
補
え
る
の
か

基
盤
技
術
人
材
育
成
支
援
事
業

２
５
０
万
円

問
後
継
者
不
足
や
縮
小
が
懸
念
さ

れ
る
基
盤
技
術
を
継
承
し
て
い

く
た
め
の
制
度
だ
が
、
減
額
し
て
新
規

1
社
分
の
み
の
予
算
で
足
り
る
の
か
。

答
新
規
申
請
は
、
実
績
か
ら
1
社

分
の
み
を
予
算
計
上
。
ま
た
、

現
時
点
で
は
、
市
内
の
事
業
者
で
ヘ
ラ

絞
り
の
技
術
を
継
承
し
た
い
と
い
う
企

業
1
社
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
。

燕
版「
共
同
受
発
注

シ
ス
テ
ム
」の
見
通
し
は

中
小
企
業
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
事
業

２
０
３
２
万
円

問
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
た
め
の
燕
版

「
共
同
受
発
注
シ
ス
テ
ム
」
の

実
績
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
は
Ｄ
Ｘ
生
産
性
向

上
促
進
補
助
金
を
利
用
し
て
の

導
入
は
な
く
、現
在
ま
で
６
社
が
利
用
。

令
和
５
年
度
は
30
社
ほ
ど
が
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続

き
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
く
。

昨年はふるさと納税専用インスタグラム
も開設。さらなるPR施策を実施していく

A

広
告
料
増
額
で
寄
附
の

増
を
見
込
む

ふ
る
さ
と
燕
応
援
事
業

13
億
７
５
０
０
万
円

問
広
告
料
が
増
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
効
果
の
見
込
は
。

答
昨
年
度
の
広
告
料
は
当
初
予
算

に
補
正
予
算
５
０
０
０
万
円
を

追
加
し
て
６
９
５
８
万
円
。
今
年
度
は

そ
れ
を
上
回
る
７
２
９
２
万
円
と
し

た
。
昨
年
度
は
補
正
予
算
で
広
告
料
を

増
額
し
た
結
果
、
過
去
最
高
の
54
億
円

の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
の
で
相
当
の
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。（
写
真
A
）

背
脂
ラ
ー
メ
ン
を　
　

市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ　

燕
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

３
０
０
万
円

問
文
化
庁
未
来
１
０
０
フ
ー
ド
の

認
定
を
受
け
た
「
背
脂
ラ
ー
メ

ン
」
の
Ｐ
Ｒ
と
、
そ
の
際
に
掲
載
す
る

店
舗
の
選
定
条
件
に
つ
い
て
伺
う
。

答
Ｐ
Ｒ
と
し
て
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
、
の
ぼ
り
を
作
成
し
市
内

外
に
掲
出
す
る
。
掲
載
店
舗
の
選
定
条

件
は
背
脂
の
入
っ
た
ラ
ー
メ
ン
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
の
み
を
条
件
と
し
て
お

り
、多
く
の
店
舗
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

  

ま
ち
な
か
に
お
け
る　

賑
い
と
活
気
の
創
出

中
心
市
街
地
再
生
モ
デ
ル
事
業
補
助
金

５
０
０
０
万
円

問
公
正
性
と
透
明
性
の
観
点
か

ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
採

択
基
準
と
審
査
は
何
か
伺
う
。

答
審
査
員
に
は
、
応
募
団
体
と
関

係
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
ま
ち
づ
く
り
や
経
営
運
営
の
知
見

を
有
す
る
６
名
で「
都
市
計
画
整
合
性・

公
益
性
・
計
画
性
・
先
進
性
・
自
立
性
」

の
５
項
目
を
各
５
点
の
25
点
満
点
、
最

低
基
準
点
7
割
で
審
査
を
行
っ
た
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、

医
療
福
祉
の
充
実
か
ら

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

２
７
７
４
万
円

問
基
幹
病
院
に
お
け
る
事
業
実
施

に
お
い
て
、
三
条
市
と
の
負
担

割
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
ゼ
ロ
歳
か
ら
12
歳
ま
で
を
基
礎

数
値
と
し
て
、
両
市
の
合
計
人

数
を
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
人
数
で
案
分
し

算
出
し
て
い
る
。

問
基
幹
病
院
に
お
け
る
院
内
保
育

事
業
に
も
関
わ
る
事
業
か
。

答
基
幹
病
院
併
設
の
保
育
施
設
に

お
け
る
事
業
と
は
別
で
あ
る
。

健
康
・
福
祉

高
め
る守

る
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各委員による予算審査

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

磨
く輝

く

ご
存
知
で
す
か
？
保
育

士
等
資
格
取
得
を
支
援

保
育
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業

６
０
１
万
円

問
計
上
さ
れ
た
予
算
は
10
名
分
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
申
請

が
あ
っ
た
場
合
、
補
正
対
応
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答
公
立
、
私
立
園
と
も
に
人
材
不

足
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
予
算
の
補
正
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
貸
付
け
を
受
け
た
者
全
て
の
、

卒
業
後
の
燕
市
内
で
の
就
職
は

可
能
な
の
か
。

答
現
在
の
保
育
士
等
の
応
募
状
況

や
、
未
満
児
保
育
の
ニ
ー
ズ
が

非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
状
況
か
ら
推
察

す
る
に
、
数
年
後
の
保
育
士
求
人
が
減

少
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、

市
立
保
育
園
の
民
営
化
を
控
え
、
保
育

士
の
必
要
性
は
高
ま
る
こ
と
を
予
想
し

て
い
る
。（
写
真
B
）

「
部
活
動
改
革
」、

地
域
移
行
に
課
題

部
活
動
外
部
人
材
活
用
事
業

１
２
１
６
万
円

問
外
部
指
導
者
は
確
保
で
き
る

か
。

答
令
和
４
年
か
ら
の
指
導
者
の
継

続
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
る
人
材
を
新
た
に
外

部
指
導
者
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、
指
導
者
の
確
保
は
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

燕
市
内
で
暮
ら
す
外
国

の
方
の
た
め
に多

文
化
共
生
事
業

１
０
０
万
円

問
市
内
に
は
20
か
国
ほ
ど
の
外
国

の
方
が
暮
ら
し
て
い
る
。
交
流

会
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
防
災
対
策
や
、
ご
み
出
し
の
や

り
方
な
ど
、
生
活
に
関
す
る
３

講
座
に
加
え
て
、
海
外
の
異
文
化
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
を
計
画
し
て

い
る
。
参
加
者
同
士
が
交
流
の
中
で
、

互
い
の
理
解
や
親
睦
を
深
め
る
時
間
を

設
け
る
予
定
で
あ
る
。

問
部
活
動
の
地
域
移
行
は
休
日
と

し
て
い
る
が
、
平
日
部
活
動
と

の
関
係
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
休
日
の
地
域
移
行
か
ら
進
め
、

取
り
組
み
の
進
捗
を
踏
ま
え
い

ず
れ
は
平
日
の
部
活
動
も
地
域
移
行
す

る
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問
文
科
省
の
方
針
が
二
転
三
転
し

て
い
る
が
、
基
本
方
針
や
移
行

期
に
つ
い
て
伺
う
。

答
３
年
間
を
改
革
推
進
期
間
と
す

る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

い
、
全
市
で
原
則
実
施
で
き
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
が
、
可
能
な
範
囲
の
中
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
お
や
つ
」は
家
庭
に

代
わ
る
保
育
の
認
識
を

歳
入
（
児
童
ク
ラ
ブ
間
食
費
実
費
負
担
金
）

２
０
８
９
万
円

問
新
年
度
は
間
食
提
供
す
る
の

か
。
令
和
４
年
度
補
正
予
算
で

は
丸
々
減
額
補
正
さ
れ
た
が
、
あ
く
ま

で
も
「
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
提
供
を
中

止
し
た
」と
の
説
明
。設
立
時
か
ら
ず
っ

と
提
供
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
べ

き
。答

保
護
者
の
意
向
を
聞
い
た
上

で
、
統
一
的
提
供
は
中
止
す
る
。

個
別
対
応
が
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が

る
。
法
人
施
設
も
検
討
中
と
聞
い
て
い

る
。

子
育
て
・
教
育

学
ぶ育

てる

保育士等を目指す皆さんを応援、市民以外も対象、
市内保育園に5年間勤務で返還免除

B
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議決結果・議員の賛否他

2月	10日 西蒲原福祉事務組合議会

2月	13日 会派代表者会議

2月	14日
全員協議会（当初予算説明）
後期高齢者医療広域連合議会定例会

2月	15日 燕弥彦総合事務組合議会定例会

2月	20日 議会運営委員会

2月	22日 全員協議会、議員協議会

2月	24日 議会広報等特別委員会

2月	27日
三条・燕総合グラウンド施設組合議会定例会
三条・燕・西蒲・南蒲広域養護老人ホーム施設
組合議会定例会

◎は全会一致、○は賛成多数、△は継続審査、×は否決3月定例会の議決結果

網かけ（　　）は、賛否が分かれた議案等です。
賛成数・反対数、議員の賛否内訳は下の表をご
覧ください。議案等の詳細、過去の賛否内訳も
議会ホームページから見ることができます。

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

令
和
５
年
度
予
算

3 一般会計予算 ○ P.4-6
4 国民健康保険特別会計予算 ◎
5 後期高齢者医療特別会計予算 ○
6 介護保険事業特別会計予算 ○
7 土地取得特別会計予算 ◎
8 下水道事業会計予算 ◎

令
和
４
年
度

補
正
予
算

26 一般会計補正予算（第11号） ◎ P.8-9
27 国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎
28 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ◎
29 介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ◎
30 土地取得特別会計補正予算（第１号） ◎
33 一般会計補正予算（第１２号） ○

条
例
の
制
定
・
改
正

9 行政組織条例の一部改正 ◎
10 職員定数条例の一部改正 ◎
11 保育士等修学資金貸与条例の制定 ◎
13 職員の給与に関する条例の一部改正 ◎

14 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正

○

15 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ◎
16 ふるさと燕応援基金条例の一部改正 ◎
17 福祉の家条例の一部改正 ◎
18 国民健康保険条例の一部改正 ◎ P.8

議
案
番
号
等

議

決

結

果

合　計 公明党 市　民
クラブ

日本共産党
議員団 新風つばめ

賛 
 

成

反 
 

対

棄
　
権

渡
邉 

雄
三

近
藤 

隆
行

渡
邉 

広
宣

タ
ナ
カ
・
キ
ン

土
田
　
昇

長
井
由
喜
雄

宮
路 

敏
裕

小
林
　
由
明

中
山 

眞
二

齋
藤 

信
行

藤
井 

秀
人

田
澤 

信
行

岡
山 

秀
義

田
中 

淑
子

大
島 

靖
浩

小
林 

秋
光

高
橋 

妙
子

佐
野 

大
輔

稲
村 

隆
行

齋
藤 

和
也

議案 3 可決 16 3 0 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 5 可決 16 3 0 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 6 可決 16 3 0 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 14 可決 16 3 0 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案 33 可決 17 2 0 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

各議員の賛否 
賛否が分かれた上表の網かけ（　　）の議案等について、議員別に賛否を公表します。
※○は賛成、●は反対、欠は欠席、棄は棄権。なお議長（中山眞二）は採決には加わらない。

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

条
例
の
制
定
・
改
正

19 子どもの医療費助成に関する条例の一部改正 ◎

20 ひとり親家庭等の医療費助成に関する
条例の一部改正

◎

21 重度心身障害者医療費助成に関する条
例の一部改正

◎

22 地域経済牽引事業の促進のための固定資産
税の課税の特例に関する条例の一部改正

◎

23 燕市有吉田東栄町住宅条例の廃止 ◎ P.9
32 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 ◎

そ
の
他

12 燕・弥彦総合事務組合規約の変更 ◎

24
三条市、燕市、加茂市、田上町及び弥
彦村並びに新潟県三条・燕総合グラウ
ンド施設組合の公の施設の相互利用に
関する協定の一部変更

◎

25 市道路線の認定 ◎
31 契約の締結（燕西小学校外装等改修工事(建築)） ◎

請
願 1

「新潟の最低賃金は信越・北陸・関東13都県
中12位の低さである。抜本的に底上げする
ための意見書採択を求める」請願書について

△

発議 1 議会委員会条例の一部改正 ◎

議会日誌　主な動きをお知らせします
3月	 2日
7日・8日

本会議（初日）（２日目）（３日目）

3月	 9日 議会運営委員会

3月	10日 総務文教常任委員会

3月	13日 市民厚生常任委員会

3月	14日 産業建設常任委員会

3月 16日
17日・20日

予算審査特別委員会（1日目）（2日目）（3日目）

3月	22日
議会運営委員会、全員協議会、本会議（最終日）
議員協議会、議会運営委員会

４月	10日 議会広報等特別委員会
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議案審査
議員の注目点 ▶ くらしに身近な議案をピックアップ

「議案のココに ズームイン　」

くらしに身近な 議案に注目！

問
当
初
の
奨
学
金
貸
付
を

見
込
ん
で
い
た
人
数
と
、

市
以
外
の
奨
学
金
制
度
を
併
用

し
て
い
る
人
の
割
合
は
。

答
当
初
の
奨
学
金
貸
付
見

込
み
者
数
は
50
人
を
予

定
し
て
い
る
。
併
用
者
は
、
新

規
貸
付
者
36
人
中
20
人
が
併
用

を
し
て
い
る
。
併
用
者
の
割
合

は
、
令
和
３
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ

と
な
っ
て
い
る
。
総

令
和
４
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

奨
学
金
貸
付
事
業

利
用
者
の
半
数
以
上
が

市
以
外
の
奨
学
金
制
度
を
併
用

「
教
育
の
機
会
均
等
」
の
実
現
に
寄
与

 Pick Up ▶ 2

令
和
４
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

社
会
福
祉
事
業
基
金
積
立
金

安
全
か
つ
効
果
的
な

基
金
の
運
用
を

計
画
的
な
財
政
運
営
を
願
う

問
い
つ
か
ら
積
み
立
て
て
い
る
金
額
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
当

さ
れ
る
の
か
。

答
合
併
以
前
か
ら
基
金
が
あ
り
、
過
去
に
何

度
か
取
り
崩
し
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
積

み
重
ね
の
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
へ
の
充
当

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
は
子
ど
も
食
堂
へ
の

助
成
金
に
一
部
を
取
り
崩
し
、
令
和
５
年
度
は
、

同
じ
く
子
ど
も
食
堂
へ
の
取
り
崩
し
の
他
に
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
事
業
へ
の
充
当
を
予
定
し
て
い
る
。

（
写
真
B
）
市

燕
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

「
出
産
育
児
一
時
金
」

50
万
円
に
引
上
げ

「
子
育
て
」
社
会
全
体
で
支
援
を

問
「
出
産
育
児
一
時
金
」に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
は
42
万
円
に
燕
市
独
自
で
２
万
円
を

加
算
し
て
44
万
円
の
支
給
と
し
て
い
た
が
、
今
回

も
加
算
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
燕
市
の
国
民
健
康
保
険
は
平
成
30
年
度

か
ら
県
単
位
化
の
制
度
に
入
っ
て
お
り
、

保
険
料
水
準
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

Pic Up ▶ 3 Pick Up ▶ 3

知っていますか？ヤングケアラー　（イラスト出典 厚生労働省）B

リフォームするなら省エネ対策を、これからの暮らしを快適に
（省エネ改修の例）
C

太陽光パネルの設置
照明のLED化
複層ガラス化
二重サッシ化
高効率給湯器の設置

※ ここに掲載していない議案も含め、各議案等の
議決結果は、 ７ページをご覧ください。
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議案審査

 

全

全
員
協
議
会

 

議

議
員
協
議
会

 

総

総
務
文
教
常
任
委
員
会

 
市

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

 

産

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議員の注目点 ▶ くらしに身近な議案をピックアップ　

「議案のココに ズームイン　」

くらしに身近な 議案に注目！

A  現在はお迎えの時に時間を記入、
　　デジタル化でより便利に

「録画も生中継も！」　「スマホやパソコンで！」
議会のようすが映像で見られます。
 燕市議会　議会中継　で検索してください。

令
和
４
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

保
育
園
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

園
児
の
登
園
状
況
・
欠
席
連
絡

な
ど
、
ス
マ
ホ
で
簡
単
に

保
護
者
の
利
便
性
向
上
で
子
育
て
支
援

   Pick Up ▶ 1

問
保
育
園
等
に
設
置
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
仕

組
み
や
台
数
は
。
ま
た
、
保
育

業
務
は
多
様
な
業
務
に
わ
た
る

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
登
園
・
降
園

の
際
の
保
護
者
の
利
便
性
だ
け

を
図
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
各

園
の
玄
関
に
設
置
し
、

登
園
・
降
園
時
に
ス
マ
ホ
を
か

ざ
す
こ
と
で
確
認
で
き
る
仕
組

み
を
想
定
し
て
い
る
。
園
児
数

の
多
い
園
は
２
台
、
そ
の
ほ
か

に
つ
い
て
は
１
台
ず
つ
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。
保
護
者
の
利

便
性
向
上
の
み
に
限
ら
ず
、
保

育
園
等
の
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。　

（
写
真
A
）
総

ろ
だ
。
燕
市
と
し
て
は
加
算
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
が
、
国
が
増
額
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
内
市
町
村
の
支
給
額
を
統
一
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
議
論
が
進
み
、
燕
市
と
し
て
も
そ
の
方
針
に

従
い
、総
額
を
50
万
円
と
し
た
い
。
市

令
和
４
年
度
燕
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

建
築
総
務
費　

住
宅
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進

省
エ
ネ
住
宅
、
普
及
支
援

問
令
和
４
年
度
の
申
請
は
な
か
っ
た
が
、
令

和
５
年
度
は
実
施
す
る
の
か
。
ま
た
ど
の

よ
う
な
周
知
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
市
の
広
報
媒
体
の
ほ
か
、

さ
ら
に
金
融
機
関
や
施
工
業
者
へ
の
周
知
・
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
く
。（
写
真
C
）
産

燕
市
有
吉
田
東
栄
町
住
宅
条
例
の
廃
止

跡
地
活
用
の
検
討
、

早
急
に
対
応
を

公
営
住
宅
の
今
後
の
在
り
方
は

問
公
営
住
宅
の
用
途
廃
止
後
の
跡
地
活
用

の
方
向
性
と
進
捗
状
況
は
。

答
側
溝
や
消
雪
パ
イ
プ
等
が
敷
設
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
売
却
方
法
等
整
理
後
、

早
急
に
対
応
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
産



No.73　 令和５年３月定例会

つばめ市議会NOTEBOOK 10

一般質問

問
市
内
で
国
、
県
、
市
の

指
定
文
化
財
は
何
件
あ

る
の
か
。
ま
た
、
文
化
財
の
取

消
し
事
例
は
あ
る
の
か
。

　

今
後
の
文
化
財
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
国
指
定
重
要
文
化
財
は

﹁
良
寛
遺
墨
﹂
な
ど
２

件
、
県
指
定
文
化
財
は
９
件
、

市
指
定
文
化
財
は
71
件
の
合

わ
せ
て
82
件
。
解
除
の
事
例
は

３
件
。

　

文
化
財
は
、
展
示
の
際
に
適

宜
確
認
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
は
定
期
的
な
点
検
な
ど
は
実

施
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

　

文
化
財
を
保
護
継
承
し
て

い
く
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
で
、
文

化
財
保
護
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
新
た
に
文

化
財
に
関
す
る
基
金
の
創
設
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
地
域
の
芸
能
文
化
の
保

存
・
継
承
し
て
い
る
も

の
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
地
域
芸
能
で
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
県
指
定
で
﹁
下
中
野
御
神

楽
舞
﹂、
市
指
定
で
２
件
が
あ

り
、
各
地
域
の
行
事
で
披
露
さ

れ
、
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

自
宅
の
蔵
の
解
体
や
相
続
品

整
理
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
歴
史

的
資
料
な
ど
の
保
存
や
寄
贈
に

関
す
る
相
談
も
数
件
あ
る
。

私塾「長善館」の資料を
所蔵する長善館史料館

燕市の文化財について
 答弁  文化財をよい状態で次世代へ伝えていく

質問項目▶  燕市の文化財 　 歴史地域文化の保存・継承 

録画映像

藤
ふ じ い

井秀
ひ で と

人
（新風つばめ）

気になるキーワード、
どれですか？

指
定
文
化
財

地
域
防
災

教
育
環
境

出
産
・
子
育
て

不
十
分
な
改
修

教
育
の
充
実

市
営
住
宅

Ｄ
Ｘ
の
推
進

市
政
方
針

広
報
活
動

長
善
館
の
心

史
料
館
の
移
転

松
長
小
利
活
用

民
生
委
員

市
民
の
定
義

15の視点 一般質問

（一般質問全編は各議員のＱＲコードから録画映像でご覧いただけます）

各議員が提案も含め独自の視点で市に考えを聞く一般質問には15名登壇。

15のキーワードから興味あるページへどうぞ。議員の解説　 も必見です！
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

﹁
燕
市
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
﹂︵
令
和
４

年
10
月
改
正
︶
が
策
定
。
教

育
委
員
会
や
学
校
で
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
、
対
策
し

て
い
る
か
を
問
い
、
子
ど
も

た
ち
が
加
害
者
に
も
被
害
者

に
も
な
ら
な
い
安
全
安
心
な

教
育
環
境
の
整
備
を
求
め
た
。

問
﹁
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
﹂
及
び
﹁
燕

市
い
じ
め
防
止
対
策
等
専
門
委

員
会
﹂
の
開
催
実
績
と
学
校
へ

の
伝
達
に
つ
い
て
伺
う
。

答
﹁
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
﹂
は
２
回
、

﹁
燕
市
い
じ
め
防
止
対
策
等
専

門
委
員
会
﹂
は
３
回
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
校
長
会
で
周
知
し
た
。

各
学
校
で
は
そ
の
趣
旨
を
反
映

し
、
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
の
見
直
し
を
進
め
、
次
年
度

に
は
保
護
者
に
説
明
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
る
。

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
３
年
か
ら
燕
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
児
童
生
徒
や
家

族
が
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も

相
談
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
今

年
度
は
２
月
１
日
現
在
35
件
で

あ
り
、
い
じ
め
に
関
す
る
相
談

は
１
件
で
あ
っ
た
。

問
い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
伺
う
。

答
各
校
の
実
情
に
応
じ
て
、

新
潟
県
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
道
徳
教

育
授
業
や
児
童
会
や
生
徒
会

が
主
体
と
な
っ
た
い
じ
め
見
逃

し
ゼ
ロ
集
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
児
童
生
徒
の

自
己
有
用
感
の
向
上
に
つ
な
が

る
取
組
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
。

いじめストップ！
いじめしない・させない

どうなっている？ いじめ対策
質問項目▶  いじめ対策について 

 答弁  いじめのない教育環境を目指す！録画映像

大
お お し ま

島靖
や す ひ ろ

浩
（新風つばめ）

組み立て式のリヤカー
で避難物資を運ぶ訓練、
積み方も工夫を

福祉避難所運営に関する課題
 答弁  現場の実情を市のマニュアルに反映！

質問項目▶  防災について 

録画映像

高
た か は し

橋妙
た え こ

子
（新風つばめ）

問
各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
は
、
市
の
補
助
金
を

活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
か
。

答
自
主
防
災
組
織
補
助
金

の
申
請
内
容
と
し
て
、

リ
ヤ
カ
ー
や
メ
ガ
ホ
ン
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
が
多
い
。

地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
毎
年
活
用
で
き
る
地
域
防

災
活
動
推
進
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
主
に
防
災
訓
練
に
使

用
す
る
消
耗
品
や
炊
き
出
し
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

本
年
５
月
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に

移
行
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
各

種
制
限
も
こ
れ
か
ら
緩
和
さ
れ
、

同
補
助
金
を
活
用
し
た
防
災
訓

練
等
の
実
施
が
増
加
し
て
い
く

と
考
え
る
。

問
福
祉
避
難
所
を
開
設
し

た
後
の
市
の
役
割
と
福

祉
避
難
所
運
営
に
関
す
る
課
題

は
。答

燕
市
は
、
い
ま
だ
大
規

模
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

こ
と
が
な
く
、
福
祉
避
難
所
の

開
設
実
績
も
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

全
国
の
被
災
地
で
の
福
祉
避

難
所
運
営
の
情
報
等
を
収
集
、

整
理
し
、
現
場
の
実
情
に
つ
い

て
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
す

る
よ
う
に
、
継
続
的
に
見
直
し
、

対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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新たな出産・子育て応
援事業をしっかり活用
し、笑顔にあふれる出
産・子育てを！

本
年
１
月
27
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
燕
市

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
に

つ
い
て
新
た
な
試
み
な
ど
を

確
認
す
る
。

問
燕
市
出
産
・
子
育
て
応

援
事
業
だ
が
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
〜
産
後
〜
育
児
期
と

い
っ
た
各
段
階
に
応
じ
て
、
全

て
の
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
に
寄

り
添
っ
た
身
近
な
相
談
支
援
で

あ
る
﹁
伴
走
型
相
談
支
援
﹂
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
給
付
金

に
よ
る
経
済
的
支
援
も
行
う
と

い
う
画
期
的
な
支
援
か
と
思
う
。

　

特
に
新
た
な
試
み
は
、
伴
走

型
相
談
支
援
で
あ
る
。
燕
市
で

は
も
と
も
と
相
談
支
援
が
充
実

し
て
い
る
面
も
あ
っ
た
か
と
思

う
が
、
今
回
の
事
業
で
新
た
な

試
み
な
ど
が
あ
る
か
伺
う
。

答
新
た
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
、
妊
産
婦
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
増
や
し
、
心
配

や
不
安
の
解
消
、
よ
り
丁
寧
な

個
別
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
相
談
対

応
に
つ
な
げ
る
。

　

伴
走
型
相
談
支
援
に
つ
い
て

は
、
対
面
に
よ
る
面
談
を
行
い

顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ

と
で
、
相
手
に
安
心
感
や
信
頼

感
を
与
え
、
よ
り
適
切
で
具
体

的
な
情
報
提
供
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
案
や
、
寄
り
添
っ
た
支
援
の

充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
新

た
に
妊
産
婦
健
診
に
お
け
る
タ

ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
の
支
援
や
、

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入

を
考
え
て
お
り
、
よ
り
一
層
の

支
援
の
充
実
を
図
る
。

南
7
丁
目
に
あ
る
テ

ニ
ス
コ
ー
ト﹁
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
﹂
は
、
昨
年
3
月

に
９
８
０
０
万
円
を
か
け
た

改
修
工
事
が
終
わ
っ
た
が
、

５
月
の
総
務
文
教
常
任
委
員

会
視
察
で
も
﹁
平
ら
で
は
な

い
﹂
と
思
え
る
、
目
に
見
え

る
凹
凸
が
あ
り
、
経
緯
と
責

任
に
つ
い
て
問
う
た
。
ま
た
、

教
育
委
員
が
現
場
を
視
察
も

し
て
い
な
い
事
実
も
明
ら
か

と
な
っ
た
。

問
テ
ニ
ス
関
係
者
か
ら
も

コ
ー
ト
の
凹
凸
に
つ
い

て
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
工

事
の
内
容
と
現
状
の
認
識
に
つ

い
て
は
ど
う
な
の
か
。

　

こ
れ
は
小
さ
な
問
題
で
は
な

い
。
市
民
、
利
用
者
、
議
会
に

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
教
育
委

員
は
現
場
視
察
を
さ
れ
た
の
か
。

答
一
部
で
の
陥
没
が
発
生

し
、
暗

あ
ん
き
ょ渠

内
へ
の
土
砂

流
入
や
液
状
化
現
象
な
ど
が

考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
フ
ェ
ン
ス

設
置
、
塗
装
改
修
工
事
を
あ
わ

せ
て
行
っ
た
。

　

部
分
的
な
凹
凸
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
る
。
利
用
団
体
か

ら
は
プ
レ
ー
に
支
障
が
あ
る
と

の
申
し
出
も
あ
っ
た
。
現
状
で

は
人
工
芝
下
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

施
工
に
不
良
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
原
因
を
特
定
し
た
上
で

改
修
方
法
に
つ
い
て
工
事
者
と

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

コート全体にロードロー
ラーによる段差が確認で
きるほか、白線を見ると
凹凸がわかる

改修不備の凹凸、責任明確に！
 答弁  原因を特定し、説明責任を果たします

質問項目▶ 保育園と児童クラブ　 スポーツパーク 　障害者基本法等の現状

録画映像

長
な が い

井由
ゆ き お

喜雄
（日本共産党議員団）

新たな出産・子育て応援事業
 答弁  現金給付と伴走型相談支援の充実

質問項目▶  燕市出産・子育て応援事業 　事業承継・後継者問題

録画映像

近
こ ん ど う

藤隆
た か ゆ き

行
（公明党）
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質の高い保育・幼児教育は、 将来の所得向上や生活保護受給率の低下等の効果を
導く（出典：厚生労働省「保育の現場・職業の魅力向上検討会（第３回）資料」より抜粋）

マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
人
口
を
維
持

す
る
た
め
に
移
住
促

進
は
必
要
で
、
そ
の
た
め
に

は
子
育
て
環
境
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
各
種
研
究

で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

親
の
社
会
経
済
的
背
景
の
負

の
影
響
を
是
正
す
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
﹁
質
の
高
い
保

育
・
幼
児
教
育
﹂
を
実
現
し
、

子
育
て
す
る
な
ら
燕
市
と
し

て
移
住
人
口
増
を
導
く
べ
き

で
あ
る
。

問
幼
年
期
の
保
育
の
質
が

そ
の
後
の
人
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
世
界
的
規
模
で
研

究
さ
れ
、
親
の
社
会
経
済
的
背

景
か
ら
及
ぼ
さ
れ
る
負
の
影
響

を
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。
質
の
高
い

保
育
、
幼
児
教
育
を
燕
市
で
実

現
し
て
ほ
し
い
と
強
く
願
う
が
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

答
燕
市
は
今
ま
で
、
小
中

学
校
に
お
い
て
は
質
を

高
め
る
た
め
に
取
組
を
行
っ
て

き
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
保

育
、
幼
児
教
育
の
部
分
で
は
工

夫
の
余
地
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
新
年
度
は
こ
ど
も
政
策
部

を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

を
真
剣
に
受
け
止
め
、
質
の
向

上
、
最
終
的
に
は
燕
の
子
供
た

ち
が
本
当
に
健
や
か
に
、
自
分

の
個
性
、
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
成
長
す
る
こ
と
を
応
援
し

て
い
く
、
そ
ん
な
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
燕
地
区
の
市
営
住
宅
で
、

入
居
者
を
募
集
し
な
い

団
地
の
中
で
、
解
体
可
能
と
思

う
団
地
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
小
牧
の
栄
町
団
地
、
小

関
の
緑
町
団
地
、
新
生

町
の
新
生
町
団
地
、
花
園
町
の

花
園
町
団
地
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
地
域
の
衛
生
、

美
観
を
損
ね
、
災
害
や
防
犯
上

好
ま
し
く
な
い
の
で
、
空
き
住

宅
に
な
り
次
第
、
予
算
の
範
囲

内
で
解
体
を
実
施
し
て
い
る
。

将
来
的
に
団
地
内
の
全
棟
の
解

体
が
完
了
し
た
ら
、
市
営
住
宅

と
し
て
の
用
途
を
廃
止
し
、
普

通
財
産
化
を
行
い
、
土
地
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問
吉
田
地
区
に
お
い
て
も
、

入
居
者
を
募
集
し
な
い

団
地
の
中
で
解
体
可
能
と
思
う

団
地
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
吉
田
新
田
町
の
宮
裏
団

地
、
西
太
田
1
号
団
地
、

東
栄
町
団
地
に
つ
い
て
は
、
燕

地
区
の
市
営
住
宅
同
様
、
空
き

住
宅
に
な
り
次
第
解
体
し
、
将

来
的
に
は
市
営
住
宅
と
し
て
の

用
途
廃
止
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
分
水
地
区
の
入
居
者
を

募
集
し
な
い
団
地
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
燕
地
区
、
吉
田
地
区
の

市
営
住
宅
同
様
、
空
き

住
宅
に
な
っ
た
段
階
で
解
体
し
、

市
営
住
宅
と
し
て
の
用
途
廃
止

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Before After

解体後の市有吉田東栄町住宅、
今後の在り方を考える

質の高い保育・幼児教育を！

市営住宅の問題点について
 答弁  将来は市営住宅としての用途を廃止する

質問項目▶ 農業問題　 市営住宅の問題 

録画映像

土
つ ち だ

田　昇
のぼる

（日本共産党議員団）

 答弁  真剣に受け止め、取り組んでいきたい

質問項目▶  持続可能都市の実現と子育て環境の充実 

録画映像

小
こ ば や し

林由
よ し あ き

明
（新風つばめ）
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問
現
在
の
固
定
電
話
へ
の

音
声
配
信
サ
ー
ビ
ス
の

登
録
率
と
配
信
内
容
は
ど
の
よ

う
な
情
報
が
配
信
さ
れ
る
の
か
。

答
登
録
件
数
は
１
１
５
３

件
、
登
録
率
は
28
・
８
％

で
あ
る
。
配
信
内
容
は
災
害
発

生
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
て
避
難
所
開
設
情
報
や
高
齢

者
の
避
難
開
始
、
避
難
指
示
な

ど
緊
急
度
の
高
い
情
報
を
配
信

し
る
。

問
﹁
地
域
社
会
の
Ｄ
Ｘ
﹂

を
推
進
す
る
な
ら
、
ま

ず
は
情
報
弱
者
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

﹁
ス
マ
ー
ト
燕
﹂
の
中
で
調
査

研
究
を
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
移

行
は
誰
の
た
め

問
地
域
移
行
を
進
め
る
に

は
、
多
く
の
競
技
経
験

者
を
含
め
た
地
域
市
民
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
具
体
的
に

進
め
る
場
合
も
関
係
者
と
よ
く

協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
点
は
十
分
認
識
し
て
い
る

の
か
。

答
部
活
動
の
地
域
移
行
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

段
階
的
移
行
を
前
提
に
検
証
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち

に
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
地

域
の
方
々
の
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
丁
寧
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。広がる部活動改革、

どうなる地域移行

防災情報にデジタル技術を
 答弁  情報提供の仕組みを研究していく

質問項目▶  安全・安心な都市機能 　 部活動の地域移行事業 

録画映像

田
た ざ わ

澤信
の ぶ ゆ き

行
（新風つばめ）

私
は
政
治
の
基
本
は

弱
者
救
済
と
富
の
再

分
配
が
基
本
と
考
え
る
。

問
最
近
、
子
育
て
施
策
が

最
重
要
課
題
の
下
、
所

得
制
限
撤
廃
傾
向
が
顕
著
で
あ

り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
所

得
制
限
止
む
な
し
と
思
う
が
、

市
長
の
市
政
に
対
す
る
基
本
方

針
を
伺
う
。

答
子
育
て
に
お
け
る
所
得

制
限
は
、
ケ
ー
ス
・
バ

イ
・
ケ
ー
ス
で
考
え
る
の
が
現

実
的
と
考
え
る
。
所
得
制
限
導

入
、
否
か
は
施
策
の
目
的
や
効

果
の
重
要
性
、
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
が
保
て
る
か
の
両
面

で
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
現
物

給
付
を
含
め
総
合
的
に
目
指
し

て
い
き
た
い
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

の
具
体
的
展
開
は

問
２
０
３
０
年
に
デ
ジ
タ

ル
人
材
不
足
が
約
77
万

人
と
言
わ
れ
る
中
、
国
は
理
工

系
学
生
増
員
と
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
の
充
実
方
針
を
示
し
た
。
新

年
度
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
予
算
の
具

体
的
展
開
を
伺
う
。

答
近
年
、
文
理
系
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
教
科
横
断

的
な
学
習
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

高
性
能
パ
ソ
コ
ン
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
等
整
備
し
、
子
供
た
ち

の
発
想
力
、
表
現
力
、
問
題
解

決
力
の
伸
長
が
期
待
さ
れ
る
。

教
員
の
能
力
向
上
と
と
も
に
民

間
企
業
と
の
連
携
、
協
力
を
得

な
が
ら
外
部
人
材
を
活
用
し
て

可
能
な
予
算
を
つ
け
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

ＤＸの展開が期待される中、
STEAM教育は？

市政に臨む基本的方針は
 答弁  社会潮流に対応した施策に取り組みたい

質問項目▶  市長の政治姿勢 　人口問題　 教育行政 

録画映像

渡
わ た な べ

邉広
ひ ろ の ぶ

宣
（市民クラブ）
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問
燕
市
か
ら
の
情
報
が
よ

り
市
民
に
波
及
す
る
た

め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
の
か
。

答
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
使
い
分

け
な
が
ら
、
今
後
も
情
報
発
信

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

中
で
も
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

生
活
に
役
立
つ
情
報
発
信
ツ
ー

ル
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
の

で
、
今
後
は
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

拡
張
機
能
を
追
加
す
る
な
ど
利

便
性
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、
友

達
登
録
者
数
を
増
や
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
市
民
の
情
報
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
教
育
に
関
す
る
事
業
を

経
験
し
た
子
供
た
ち
の

追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
＆
Ｂ
ｅ
ｔ
ｔ

ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
長

善
館
学
習
塾
、
燕
ロ
ボ
ッ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
等
、
燕

ら
し
い
特
色
あ
る
教
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
事
業
に
参
加
し
た
子
供
た

ち
に
対
す
る
追
跡
調
査
は
実
施

し
て
い
な
い
。

　

今
後
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
か
ら
何
ら

か
の
形
で
事
業
に
参
加
し
た
こ

と
の
意
義
や
成
果
等
を
情
報
収

集
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

問
今
ま
で
の
子
ど
も
議
会

の
開
催
有
無
に
つ
い
て
、

今
後
の
子
ど
も
議
会
の
開
催
に

つ
い
て
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
子
ど
も
議
会

は
開
催
し
て
お
ら
ず
、

現
状
、
実
施
の
予
定
も
な
い
。

攻めの情報発信と
情報波及についての
簡略図

市民の目に留まる情報を
 答弁  SNSを使い分けた情報発信に取り組む

質問項目▶  広報活動について 

録画映像

齋
さ い と う

藤和
か ず や

也
（新風つばめ）

マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大
河
津
分
水
建
設
に

尽
力
し
た
長
善
館
の

門
下
生
。
大
河
津
分
水
通
水

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
お

い
て
長
善
館
の
心
、
自
分
の

良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す
、困
っ

て
い
る
人
を
救
う
た
め
に
学

ぶ
、
学
ん
だ
ら
実
行
す
る
こ

と
が
重
要
と
い
う
学
是
が
市

民
や
県
内
外
の
多
く
の
方
々

に
周
知
さ
れ
た
。
燕
市
の
宝

で
あ
る
両
施
設
の
今
後
は
。

問
施
設
の
老
朽
化
や
数
多

く
あ
る
文
化
財
の
展
示
、

所
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
観
光

拠
点
や
入
館
者
数
増
加
を
図
る

た
め
に
も
、
施
設
の
機
能
拡
充

や
移
転
改
築
を
含
め
た
長
善
館

史
料
館
並
び
に
長
善
館
の
新
た

な
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答
今
回
、
新
良
寛
史
料
館

基
本
構
想
を
策
定
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
公
共
施
設
保

有
量
の
適
正
化
や
機
能
向
上
の

観
点
か
ら
視
野
を
広
げ
て
全
体

と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き
と
思

う
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
来
場
見

学
い
た
だ
き
、
長
善
館
と
良
寛

の
功
績
を
発
信
し
て
い
く
と
い

う
機
能
と
、
教
育
立
市
宣
言
し

た
燕
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
も
言
う
べ
き
、

人
を
育
て
、
そ
の
教
え
を
ど
う

伝
え
て
い
く
か
別
に
し
っ
か
り

と
残
し
て
い
く
。

　

教
育
セ
ン
タ
ー
と
い
う
機
能

と
、
長
善
館
が
脈
々
と
伝
え
て

き
た
人
材
育
成
教
育
の
精
神

を
取
り
込
ん
だ
形
に
す
べ
き
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
を
考
え
て
い
く
。

90年が経ち、老朽化した
燕市の宝「長善館」。新た
な在り方について検討す
べきと考える

長善館の新たな在り方を！
 答弁  分水良寛史料館と並行して方向を考える

質問項目▶ 放課後児童クラブの現状と課題　 長善館について   市営墓地

録画映像

岡
お か や ま

山秀
ひ で よ し

義
（新風つばめ）
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令
和
５
年
度
に
松
長

小
学
校
の
廃
校
が
決

ま
っ
て
お
り
、
記
念
事
業
な

ど
が
決
ま
る
一
方
で
、
１
年

後
に
迫
っ
た
廃
校
後
の
体
育

館
や
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
全
く
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問
現
在
の
検
討
状
況
は
。

ま
た
、
１
年
後
﹁
利
活

用
方
法
が
決
ま
ら
ず
使
用
で
き

な
い
﹂
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

住
民
と
の
協
議
も
含
め
て
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
庁
舎
内
で
の
検
討
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

老
朽
化
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

燕
市
全
体
を
見
て
必
要
か
と
い

う
観
点
か
ら
今
後
で
き
る
だ
け

早
く
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た

い
。工

場
の
遮
熱
は
百

利
あ
っ
て
一
害
な
し

工
場
の
遮
熱
は
、
外

の
暑
さ
や
寒
さ
が
遮

さ
え
ぎ

ら
れ
、
冷
暖
房
の
効
果
が
上

が
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
な

り
、
市
の
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
に
効
果
的
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
冷
暖
房
コ
ス

ト
の
削
減
と
あ
わ
せ
て
、
働

く
環
境
整
備
に
も
つ
な
が
り
、

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
燕
の
Ｐ

Ｒ
に
も
非
常
に
効
果
的
な
取

組
で
あ
る
。

問
工
場
の
遮
熱
を
後
押
し

す
る
取
組
を
、
市
と
し

て
推
進
し
て
は
い
か
が
か
。

答
﹁
労
働
環
境
改
善
﹂
と

い
う
意
味
で
、
も
の
づ

く
り
の
現
場
に
お
い
て
非
常
に

有
効
だ
と
思
う
の
で
、
今
後
、

先
進
事
例
も
含
め
て
研
究
し
て

い
く
。

松長小学校の校舎の
未来は？

廃校後の松長小の利活用は？
 答弁  燕市全体を見て必要性を判断していく

質問項目▶ 燕市総合計画の周知　 ゼロカーボンシティの実現 　 松長小学校の廃校後の活用 

録画映像

佐
さ の

野大
だ い す け

輔
　（新風つばめ） 

良
寛
史
料
館
と
長
善

館
史
料
館
を
併
せ
て

道
の
駅
国
上
周
辺
に
移
転
改

築
す
れ
ば
、
市
内
外
に
よ
り

発
信
で
き
、
観
光
の
面
か
ら

も
大
い
に
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
良
寛
や
長
善
館
の
鈴
木

文
台
が
好
き
だ
と
い
う
人
た

ち
も
高
齢
化
し
て
い
る
。
新

し
い
人
た
ち
、
次
の
世
代
、

ま
た
そ
の
次
の
世
代
に
ど
う

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
が
成
功

の
鍵
で
あ
る
。

問
新
良
寛
史
料
館
だ
が
、

入
館
者
数
の
増
加
を
図

る
た
め
に
も
、
県
内
の
他
施
設

と
比
較
に
な
ら
な
い
程
の
施
設

を
造
ら
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
。

答
県
内
他
市
の
良
寛
施
設

と
の
差
別
化
に
つ
い
て

は
、
今
後
基
本
構
想
を
策
定
し

て
い
く
中
で
、
新
た
な
施
設
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問
老
朽
化
が
進
む
教
育
セ

ン
タ
ー
だ
が
、﹁
教
育

立
市
宣
言
﹂
を
し
て
い
る
燕
市

で
あ
る
。
長
善
館
の
あ
る
粟
生

津
の
あ
の
地
が
、
燕
市
の
教
育

や
学
び
の
聖
地
で
あ
る
。
教
育

セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
築
に
ふ
さ

わ
し
い
場
所
と
考
え
る
。

答
良
寛
史
料
館
、
長
善
館

史
料
館
、
そ
し
て
長
善

館
と
い
う
人
材
育
成
機
能
、
そ

の
教
育
セ
ン
タ
ー
と
い
う
存
在

の
移
転
改
築
等
の
可
能
性
も
含

め
、
そ
れ
ぞ
れ
ふ
さ
わ
し
い
場

所
に
、
ふ
さ
わ
し
い
施
設
整
備

を
考
え
る
と
い
う
発
想
も
必
要

な
の
で
、
新
年
度
に
お
い
て
い

ろ
ん
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
す
る
。

天上大風の裏には鈴木
文台の由緒書きが添えら
れており、二人の関係性
が見てとれる

発想は、より大きな構想で
 答弁  広い視野を持って検討していきたい

質問項目▶ 自治会のあり方　 分水良寛史料館 　 長善館史料館 　 教育センター 

録画映像

タナカ・キン
（市民クラブ）
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
住
民
が
気
軽
に
相

談
し
、
委
員
の
方
も
活

動
し
や
す
い
よ
う
に
、
ま
た
自

治
会
な
ど
と
地
域
一
体
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
環
境
と
な
る
た

め
に
も
、
民
生
委
員
の
存
在
や

活
動
内
容
が
十
分
周
知
さ
れ
る

こ
と
は
大
事
で
は
な
い
か
。
認

識
と
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

答
複
雑
多
様
化
す
る
社
会

の
中
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
上
で
民
生
委
員
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
お
困

り
の
あ
る
住
民
が
自
治
会
長
や

民
生
委
員
、
地
域
包
括
支
援
員

に
つ
な
が
り
、
問
題
解
決
に
当

た
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
地

区
の
委
員
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、﹁
広
報
つ
ば
め
１
月
号
﹂

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
員
の

氏
名
、
住
所
と
担
当
地
区
を
掲

載
し
、
周
知
し
て
い
る
。

問
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て

い
る
昨
今
、﹁
見
守
り
﹂

や
生
活
支
援
に
つ
な
げ
る
活
動

は
じ
め
、
委
員
の
業
務
が
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

委
員
の
受
け
持
ち
世
帯
地
域
割

り
に
つ
い
て
、
現
況
は
ど
う
か
。

答
地
区
協
議
会
で
活
動
の

情
報
共
有
す
る
中
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
な

が
ら
訪
問
し
、
課
題
を
抱
え
る

家
庭
の
相
談
支
援
な
ど
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
活
動
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
地
域
割
り

に
つ
い
て
、
定
員
１
２
９
人
で
、

８
人
の
主
任
児
童
委
員
を
除
く

１
２
１
人
で
地
区
割
り
し
て
い

る
。

地域における
民生委員の存在は大きい

民生委員への活動支援の手を
 答弁  地域福祉課題の重要な役割果たす存在

質問項目▶ 公共施設　 民生委員・児童委員 

録画映像

宮
み や じ

路敏
と し ひ ろ

裕
（日本共産党議員団）

﹁
燕
市
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
﹂
は
、
燕
市

に
拠
点
を
置
く
企
業
や
団
体

等
に
所
属
す
る
者
を
居
住
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
市
民
と
定

義
し
、
誰
で
も
自
治
運
営
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
全
国
の
自

治
体
で
同
様
の
条
例
が
施
行

さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
人
参

政
権
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
り
全

国
で
議
論
が
起
き
て
い
る
。

問
燕
市
の
住
民
以
外
も
市

民
と
定
義
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
域
の
人
に
尋
ね
る

と
﹁
違
和
感
が
あ
る
﹂
と
返
っ

て
く
る
。
燕
市
の
他
の
条
例
の

中
に
出
て
く
る
市
民
の
定
義
は

﹁
燕
市
に
居
住
す
る
人
﹂
で
あ

り
、
条
例
に
よ
っ
て
言
葉
の
定

義
が
異
な
る
の
は
お
か
し
い
の

で
は
な
い
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

で
は
、
あ
く
ま
で
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
し
て
の
市
民
を

定
義
し
て
お
り
、
他
の
条
例
の

中
の
市
民
と
は
使
い
分
け
て
い

る
。問

他
市
で
は
、
外
国
人
団

体
が
大
挙
し
て
押
し
寄

せ
、
地
域
住
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
あ
り
、

燕
市
で
は
起
こ
っ
て
い
な
い
が

想
定
で
き
る
問
題
で
あ
る
。
市

の
考
え
を
伺
う
。

答
ご
指
摘
の
通
り
、
そ
う

い
っ
た
お
そ
れ
が
な
い

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
地
域
の
方
々
と

行
政
と
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
連
携
を
図
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

熊本市では「外国人も
市民」を削除し、住民
と在学者等を市民とす
る検討をしている

問題が起きてからでは遅い
 答弁  地域とコミュニケーションを図っていく

質問項目▶  燕市まちづくり基本条例 

録画映像

稲
い な む ら

村隆
た か ゆ き

行
（新風つばめ）
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視察研修・意見交換会

寄居町議会の町村議会広報全国コンクール受賞歴
最優秀賞（第１位）：令和4年度、令和２年度、令和元年度、平成30年度、平成29年度

優 秀 賞（第2位）：令和３年度

日本一（寄居町議会）に学ぶ

─
視
察
を
終
え
て
─

議会だよりは市民の
皆様と議会とをつな
ぐ「架け橋」となる
よう、まずは手に
取ってもらい、
開いてもらえ
る議会だより
にしたい。
長井委員長

市民の皆様に親しんでもら
えるよう、イン
パクトのある議
会だよりづくり
を目指し、編集
作業に力をい
れていき
たい。
近藤副委員長

燕市議会では「開かれた議会」を目指し
ています。各種団体の要望を受け、関係す
る常任委員会で意見交換を行いました。

意見
交換

産業建設常任委員会

令和4年12月21日　燕市建設業協同組合との意見交換
意見交換会では、公共工事の予算増加や早期発注、市内業者への補助金交付、

建築工事、除雪作業に関する課題が要望として出されました。

産業建設常任委員会としては、地域のより良い環境整備を図るためにも燕市

と建設業者とのより良い関係性の構築が必要であり、建設業者の課題を共有

し課題解決に向けての意見交換を継続していきたいとの考えでまとまりました。

改革の
現在地

!!「 チャレンジ 　  燕市議会」

　　　　燕市議会
Change&Challenge!

燕市議会では初めて、委員会室で行われ

た「予算審査特別委員会」を録画した映

像をインターネット配信しました。委員

会の配信では、令和4年の「決算審査特

別委員会」の配信に続く2回目。3日間、

約14時間にもおよぶ審査の模様をご覧い

ただけます。これからも広く開かれた議

会を目指して！実行宣言！

開かれた議会を目指して！

予算審査特別委員会
の録画映像は
こちらから

総務文教常任委員会

令和5年3月10日　燕市スポーツ協会との意見交換
指定管理者としての活動を総括した内容の説明がありました。燕市におけるス

ポーツの現状、部活動の地域移行問題等も含めて引き続き意見交換の場を設

けていきたいと考えています。

令和5年3月10日　私立園・認定こども園連盟との意見交換
市長宛てに提出された要望書に沿って話を聞きました。保育の現場では、保育

士不足、多様化する保育要望、子どもに寄り添った保育など、苦労の絶えな

い現状をお聞きすることができました。行政の果たすべき役割を考えていきた

いと思います。
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ぎかい豆知識

新
議員の必須ツール

人議員が使ってみた！！ の巻

今号は稲村・大島が担当しました

燕市議会においては平成30年から「 タブレット端末」を使用して
います。 私たち新人議員が実際にタブレット端末を使用してみた
感想をレポートします。

寄居町議会は、広報コンクー

ルで常にトップを争う議会広

報の先進的な議会です。

我々が特に注目したのが「町

民参加」。

紙面に多くの町民が登場する

ことを心がけ、議会と町民それぞれの視点を掲載して

いるところ。編集委員の皆さんの取材には苦労がある

一方、手ごたえも

あると熱い思いを

感じ、刺激のある

研修となりました。

これからの議会だ

よりに市民登場も

あるかも！？　

ご期待ください！

議員活動において、
タブレット端末はなくては

ならない「 必須ツール」です

議会広報等特別委員会で1月23日に（株）会議録センター、1月24日に埼玉県寄居町議会を研修視察しました。

「伝える力」を学ぶ（会議録センター） 「聴く力」を学ぶ（埼玉県寄居町議会）

日本一（寄居町議会）に学ぶ
議会広報等特別委員会視察研修

株式会社会議録センターは、当市の議会だよりの編集に協力

いただいています。研修では、収集した情報を議会の視点も

盛り込み「議会だより」で市民の皆様に伝える手法や、編集

のポイントを学びました。

　　　11月から
タブレット端末を使って
いるけど、実際に使って
みてどんな感じですか？
難しくない
ですか？

動
いて

いて

　いいえ。最初は難しそう！
と戸惑いましたが、実際に使って
みると、一般質問等資料作成のための
検索や文書作成機能があるほか、議
会日程等のスケジュール管理を簡単に
共有できます。また、タブレット端末
の良さである軽量持ち運びの容易さか
ら、移動先でいつでもどこでも情報
の整理や検討ができてとても便利で
す。やはり『習うより慣れよ』ですね。

Ａ議員Ａ議員 Ｂ議員Ｂ議員

写真のトリミングで
目の行き所が変わる!!

内容が同じでも、工夫することで、
異なる見せ方はできないものか？
写真に変化がない、動きのある写
真はどうだろう？

大見出しの作り方、
引き付ける見出し、
どうする？
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・常任委員長報告
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毎月15日は「いちご」の日。22日は「ショー
トケーキ」の日なんだそうである。
カレンダーでいうと22日の上の段に15日が
ありますね。
い ちご（15日 ） が22日
の上に載っているので

「ショートケーキ」の日。
面白いですね。市内の
ケ ー キ 屋 さ ん22日 は
ショートケーキ2割引きに
なりませんかね。

今 ・ 号 ・ の ・ 表 ・ 紙
C o v e r  s t o r y

CALENDER
６月定例会 開会はすべて

ナカミがわかると「議会」はもっとおもしろい！
今回の議会だよりはいかがでしたか？
ちょっとした「変化」に気づきましたか？　
その「変化」とは !?  いますぐ現場に直行！

声をカタチに、みんなの声で
「議会」をプラスに変える！ 
１分程度で終わるアンケー
ト、ぜひみなさまの「声」を
お聞かせください！

市・ 政 ・ 発 ・ 展 ・に・ 尽 ・力
G i k a i  T o p i c s

燕市議会トピックス
『つばめ市議会の「現場」
からお伝えします！』→

初めてこの議会広報に携わらせていただいて
おりますが、市民の皆様に議会のことをより
知っていただく一助となるよう、
また手に取って読みたくなる
議会広報になるよう、頑張っ
てまいります！　（近藤隆行）

編 ・ 集 ・ を ・ 終 ・ え ・ て
F r o m  e d i t o r

「こども政策部」
の新設により、
担当する内容の一
部が市民厚生常任
委員会に移行され
ました。
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